
























































































































性~ 6 7 8 9 1 0 11 1 2 1 3 14 1 5 
190 0 107. 6 11 0.9 11 6.1 12 0.0 1 2 3.9 127. 9 133.9 140.0 147. 0 1 5 2.1 
1909 106. 7 124.5 128.5 133.6 139.1 14 6.7 150.3 
男 19 1 9 107. 0 111.5 116.4 120.9 125.2 1 29.7 134.8 1 40.6 14 7. 9 154.2 
1929 1 08.1 113.1 117.9 122.5 127. 0 1 31.2 136.9 143.2 150.6 157. 0 
19 3 9 109.1 1139 11 9.3 125.0 1 28.2 1 32.9 1 37. 8 14 4.0 152.1 158.1 
身 1949 1 08.6 11 3.5 118.1 12 2.4 126.6 1 30.6 135.6 140.7 1467 1 5 4.2 
1 9 51 109.1 11 4.1 I 1 18.9 123.4 127. 7 1 31.8 1362 14 2.2 148.4 156.1 
19 5 4 1 1 0.1 1 1 5.1 1 20.1 12 4.7 129.1 1 3 3.6 138.5 144.4 15 0.6 158.1 
1957 11 0. 7 1 1 6.0 1 21.0 12 5.8 1 3 0.1 1350 1 40.2 14 6.3 15 3.0 159.8 
子 1959 1 11.3 116.6 1 21.6 126.5 1 31.2 1 35.9 1 41.0 147. 9 154.3 1 60.6 
19 61 1 12.0 11 7. 3 122.4 1 27. 2 1 31.9 1 36.8 142.3 149.2 155.5 1 61.8 
1 9 64 11 3.2 11 8.5 123.6 128.5 133.2 1 38司2 1 4 4.1 1 51.2 1 57. 8 1 6 3.2 
女 1900 104.8 11 0.0 1 1 3.9 11 9.1 123.9 1 27. 9 1 3 3.0 1 3 7.9 143.0 144.8 
1909 10 5.5 11 0.0 113.9 118.8 12 3.3 1 27. 9 133.9 1 39.4 14 3.6 146.7 
女 1919 l O 5.8 110.3 11 4.8 11 9.4 124.2 1 2 9.1 135.2 141.2 144.8 148.5 
1929 101.8 1 1 l.7 1 1 6.5 1 21.2 1 2 5.8 1 31.2 1 38.2 143.5 147. 5 1 4 9.5 
1939 108.1 1 1 3.9 1 1 7. 7 123β 127. 7 1 32.7 1 38.8 144.0 1 48. 7 1 50.7 
1949 1 0 7. 7 11 2.7 11 7. 3 1 21.8 126.2 1 31.0 1 36.8 141.8 146.0 149.5 
長 1. 9 51 1 08.8 11 3.0 118.0 122.7 127. 3 1 324 138.2 143.3 14 7.3 150. 7
ー
1954 1 0 9.1 1 1 4.1 11 9.2 124.0 128.9 1 34.5 1 40.2 1 4 5.0 1 48.3 149.8 
1957 1 09.7 1 1 5.0 1 20.1 152.2 1 30.2 136.3 142.2 1 4 6.0 149.6 1 5 1.0 
子 1959 11 0.3 1 1 5.6 120.8 126.0 1 3 1.5 1 37. 6 143.1 147. 6 150.3 152.5 
1951 111.0 11 6.3 1 21.5 12 6.7 132.4 1 38.6 144.3 148.8 1 51.1 133.0 
1964 11 2.2 1 1 7. 6 122.7 12 8.0 133.5 1 40.0 1461 149.9 152.3 1 5 3.9 
猪飼は，その原因は， 「運動不足Jつま り，適切な強さを もっ運動が不足していると述






また， ドイツの生物学者のアルン卜とシユルツ（Arudt und Schultz ）は，下記のと
おりのべている。
“S chwahe Reize fachen die Lebenstaeもigkeit an, mittelstarke 































読字力 数字の 図形の名称 色の名称 道具の 文字書字力 少々複雑 数と量の
方（正方形〉 （赤）
歌 日昌
（清音） 喧訂E 操 ｛乍 （濁音） な適応力 0の知識
幼稚園本園者 96 88 95 98 100 71 81 52 50 
保仲育所およ び 98 96 96 100 100 79 83 56 36 よし子供館
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以上，測定結果からみると， 「長座体前屈 J「伏臥ヒ体反ら し」については， 幼稚園児

























なしに，人体資源を測定しなく てはならえよいとい う。 従って，乙のエネルギーからみた体
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図30 体支持持続時間（女子）
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神経型は， 4才～ 5才頃に急速に発達し， 10才頃には，成人に近い域まで達している。













図 3 7によ り，出生後の発育量を見ると 2c祝位におらつく。出生後の身長の 1年間増加量






1 49. 0 61. 9 48. 1 61. 6 
2 52. 6 59. 6 51. 1 59.0 
3 55.2 58. 3 54. 6 58.0 
4 58.2 57. 5 57. 4 57. 5 
5 60. 6 56.7 60. 1 56.7 













































では 3倍とえZる。大きとE伸びを( 1759ー 77個人追跡
Montbeillard) 
2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22月



















｛侃 比下肢長 ｛侃 比下校長
30.2 38.1 30. 0 38. 4 
2 35.7 40.4 35.5 4) 0 
3 39.5 41. 7 39. 5 42.0 
4 43. 0 42.5 42. 5 42. 5 
5 46. 3 43. 3 45.9 43.3 
6 49. 2 43. 4 48. 9 43.5 
6才乙ろ%で，下肢が 30 %ぐらいであり ，
l乙胴の長さ や厚きが ，出生時の約 2倍となる。
頭部の発育については ，新生児の頭は ，身
長の約 4分の 1であり，出生時は 4頭身，生





























頭 長 頭 中高 頭刀て数 頭 長 頭 。肩 頭刀て数
出生時 112. 4 92.2 82.29 109. 0 90. 1 83.33 
1 120. 8 105. 3 87. 51 119. 5 102.2 85. 28 
2 126.2 113. 5 90.24 123. 6 110. 4 89. 62 
3 130. 0 119. 9 92.47 127. 0 116. 4 91. 95 
4 133. 1 124. 5 93.82 130. 0 120.8 93.21 
5 136. 0 128. 1 94.45 132. 7 124.5 94.11 
6 138. 7 131. 0 94. 66 135. 7 127. 8 94.87 
7 141. 2 133. 1 94.49 137. 8 130. 0 95. 07 
8 143.3 134.8 94. 23 139. 7 132.0 94.97 
9 145. 2 135.8 93.69 141. 5 133.2 94.62 
1 0 146.8 137. 0 93. 64 143.1 134.3 94. 57 
1 1 148. 3 138. 1 93. 42 144.3 135. 3 94.36 
1 2 149.4 138. 7 93.02 145. 6 135.8 93.83 
14 151. 3 139.8 92. 60 147. 0 137. 2 93. 54 
1 6 152. 8 140.8 97. 32 148.8 138. 0 93. 03 
18 154. 6 141. 7 91. 99 150. 3 138. 8 92. 58 
20 156. 0 142. 9 91. 76 151. 7 139.6 92. 25 
22 157. 2 143. 4 91. 30 153. 0 140.4 91. 94 
24 158.4 143. 8 90. 97 153.8 140.8 91. 77 
27 160. 5 145. 0 90.60 155.2 141. 3 91. 15 
30 161. 8 145. 6 90. 35 156.2 142.3 91. 26 
33 163. 0 146. 4 89.96 156. 8 143.0 91. 17 











































年 寸.6.コ 男 女
6～ 7 1 6 6.7 1 5 9.1 
7～ 8 1 6 8.1 160. 1 
8～ 9 16 9. 0 161. 0 
9～1 0 16 9. 9 1 6 3.2 
1 0～1 1 1 7 o. 0 1 6 4.7 
1 1～1 2 172. 0 16 6. 5 
1 2～1 3 1 7 3.9 168. 2 
1 3～1 4 1 7 4.8 1 6 9.2 
表7 上腕囲の年令的推移 表8 乳幼児の胸囲と頭閤fcm) 
f昭38国民栄養調査による） （昭35乳幼児身体発育値より〕
年令 男 女
年月令。 1 4.2 cm • 1 3.9 c前 胸
1 4.9 1 4. 5 0年1～2月
2 1 5.3 1 5.0 5～6 
3 1 5.6 15. 5 l年1～2
4 1 5.8 15. 8 5～6 
5 16. 1 16. 0 2年0～3
6 1 6.3 1 6.1 3年O～6
7 1 6.7 1 6.6 4年O～6
8 1 7.2 1 7. 1 5年O～6
9 1 7. 7 1 7. 8 6～1 2 





3 kg，生後 4～5ヶ月で約 6kg, 1年で約 9kg, 3年
で約 12 kg, 5年で約 15 kg, 7年で約 20 kgといわ
れる。従って， 4ヶ月で出呈時の 2倍， 1年で 3倍，






間 頭 囲 胸 囲 頭 図
3 7.8 3 7.9 3 7. 2 3 7. 0 
4 3.4 4 3. 1 4 2. 3 4 1.9 
4 5.9 4 6.3 4 5.0 4 5. 2 
4 7. 1 4 7. 3 4 6. 0 4 6.1 
4 9.0 4 8.4 4 7.9 4 7.3 
5 1.4 4 9.4 5 0.3 4 8.4 
5 3.1 4 9.9 5 1.9 4 9. 0 
5 4.6 5 0. 3 5 3.3 4 9.6 




出生時 3. 1 0 3. 0 0 
0年6月 7. 6 0 7. 0 5 
l年 8. 9 0 8.4 5 
1年6月 1 0.1 0 9. 5 5 
2年～ 3 12. 7 1 1 1.9 3 
3年～4 14. 3 3 13. 8 2 
4年～ 5 15.87 1 5.3 8 







軟骨がかわることを骨化， あるいは化骨とい う。 化骨は．それぞれの骨で大体一定してい
るといわれる。しかし， 全ての骨に， 一度に化骨がみられるのではな く， 躯幹に近いとこ
ろから末梢へ及ぶのである。新生児では， 長骨体部の全部が骨化し，骨端核は， 膝関節部
の大腿骨遠位端，および， 腔骨近位端，子根部では有頭骨と有鈎骨 ，足根部では腫骨 ，距
骨および立方骨伝どに存在しており，その後次第に骨核が出現してくる。
われわれの身体は，かよ うに身体各部の発育速度に多少のずれがある。 身長 ・体重 ・胸




もっ手根部の発育について図 4 0によりみる と， 手根骨ばかりでとZく，長骨である構骨お
よぴ尺骨の骨端部化骨核を加え， 10ケの化骨
核が ，小児の骨の発育状態を知る指標とされる。




表 10によ り， 骨化核の数と年令との関
係をみる と， 3才以後 9才までは ，年令数
と化骨核数がほぼ一致する。骨化の終了年
図39 長骨の骨化模型図（新井による〕





表10 手根部化骨数〔 山本による ）
年令 。，????????。??? ???


















































くらべればやや強く 3 最下部の第 5腰椎と第 1仙椎とのなす角は岬角とよばれ， 約 12 0 ° 







勢の生理的轡曲も 5～6才頃までは，臥位姿勢をとると消失するといわれる ζれも， 8

















維で3 複屈折性の明暗の縞をもち， 筋の収縮力の発生i乙関係のある ものとされているので
ある。従って筋力は，筋原線維の増大Iと関係深い。肉紫は，筋原線維の物質代謝Iと必要な
ものとされている。
幼児期のように，筋肉の水分が多いというζ とは，筋肉が柔軟であ り，弾力性がある と
注学校での体力づくり P123 . 




















































右 手 左 手 右 手 左 手
2.9 2. 0 2.6 l. 6 
3.9 3. 5 2.9 2. 1 
5. 7 4. 5 3. 7 2.8 
7. 1 5. 9 5.2 4.1 
9.8 8. 3 6. 7 5.4 
10. 7 9. 3 7. 7 6.4 
1 2.8 1 . 1 -9. 7 8. 2 
1 4.5 1 3. 0 1 1. 6 9. 7 
1 9.8 18. 2 1 6.4 1 4.7 
2 2.4 2 0.5 1 9.0 1 7. 1 
2 6.0 2 4.  2 2.6 2 0.3 
30. 5 2 8.2 2 3.5 2 l.4 
3 2.8 3 l.0 2 3.4 2 l.4 
3 4.2 3 l.5 ／ ／ 
3 9.9 3 6.6 2 4.4 2 .8 
4 3.5 4 0.0 2 5.4 2 3.6 
注保健・体育学講座P130 
藤本によると，握力の発育曲線は，スキヤモンの一般型l乙属し，ゆるやかな S状曲線を
なすという。 4才～ 7才は，漸次増大し， 7才～ 10才では少し増加の度合がふえ， 11才～





































































に低い。血管がひろくて血圧が少ない， つま り， 血流の抵抗が小ならば心臓の作用は楽で
ある。このため活発な活動を行っても苦しそうではないのである。 脈樽も運動時には 250
回位にも上昇するといわれる。しかし，心臓の機能的な発達は未だ不十分であり， 本能的
なコン トロ ールはするが， 自動的な制御ができないので，あまり過度な刺激を与えて追い
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00 12 34鴇型型1.234567891015 2』30 40 50 60 70 80 
35 
年令
の盛んな時期は二期あっ て，その一期は生後の 1～2年であり， その第二期は男子では，












体表毎平方m当た りでは．ゅのように 1才～3才lと最高値を示し． 年令とと もに次第に減
少して，成人では大体一定の値を保ち，老年期になると除々に低下する。身長あたりの基
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ーを別に必要とするのである。諸種の研究結果で (!, 150 
は，基礎代謝量の 10%～ 15 %を予備カロリーと
して附加する必要があるといわれている。しかし．
140 













尿より排法される水分量（ cc) 排便Iとより排j世さ （蒸呼社気せ蒸に准よ＋り皮失わ膚れ蒸粧る水）分（c量c〕
年
夏 主 れる水分量（cc) 夏 ヨE
芋L 児 18- 430 360- 610 3 0-1 0 0 420- 540 340- 400 
幼 児 5 3 0-1,0 0 0 770-1;070 IO 0-1 5 0 1,1 0 0-1,2 6 0 520- 680 
学 童 8 7 0-1,1 4 0 1,2 0 0-1,5 3 0 1 0 -1 5 0 1,3 0 0ー1,80 0 2 8 0-1,0 0 0 
成 人 570- 660 1,8 0 0-2,2 2 0 IO Oー 150 2,1 5 0ー2,22 0 9 9 0-1,2 0 0 
37 
表14 乳幼時から青年期にいたる水分摂取量（吉村による）
年 ぷマ与コ 体 重kg 一日水分摂取量 cc 体重1kgあたり水分摂取量cc
3 日 3.0 250 - 3 0 0 80 - 100 
6 カ 月 7. 3 9 5 0 - 1,1 0 0 130 155 
1 年 9.5 1, 1 5 0 1,3 0 120 - 135 
2 年 1 1.8 1,3 5 0 -1,5 0 0 115 - 125 
4 年 16.2 1,600 - 1,800 100 - 110 
6 年 20.0 1,8 00 - 2.000 90 - 100 
1 0 年 28、7 2.0 0 0 - 2,5 0 0 70ー 85 
1 4 年 4 5.0 2,2 0 0 - 2, 7 0 0 50ー 60 
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38 布上：幼児体育への提言













表15 練習開始年齢， bよぴ競技参加年齢（クラー；v, 1950年による）
陸上競技
男 子 女 子
練 習 競 技 コ1,』 練習 競 技 メz会x' 
6～8歳 9 10 11～13 11～13 14～16 l6～18 1 8以上 6～13 13～16 16～18 18～20 20以上
短距離
2 0 m 30 40 50 40 60 200 200以上 男子と同じ 60 100 150 200 
1 2歳まで 13～16 16～18 18 19歳から 2 0 以 上
lOOOm 1000～1200 800 800ただし医師の健康診断と 1
中距離 与えない方がよい 1限日り1回 1 限日1 回× と 許可
3 IJ 1500 年以上のトいーニンク冶要する
9歳 10 11～ 13～ 16～ 18～21 21～23 23以上 各 年 寸i』コ と も13 16 18 
1分 2分 2～4 4～7 7～15 5 kmまで 10 kmまで 許7 ラソ可ン 不 適
走走幅高跳 1 1歳 1 1 1 1 1 3 
三段跳 1 6歳 1 8 不 適
棒高跳 1 3歳 1 6 不 適
1 3歳から 13～ 16 16～16 18以上 15歳から 16～18 1 8以上
砲丸投
4 kg 5 6 7. 25 3 kg ;¥ 4 
1 3歳から 13～16 1 6以上 16～ 18 1 8以上
槍投 600 'l 4 0 0 'l 200 cm 800 'l, 260侃 400 'l 600 'l , 200cm 
1 3歳から 13～16 1 6以上 1 6～ 1 6 
円盤投
1 k~ l. 5 2 1 kg 
ハンマ 1 6～ 1 8 1 8以上
一投 5 kg 7. 25 kg 
39 
水上競技
男 子 女 子
練 習 競 投 ヨZ三』 練習 競 技 q-三





ング用ボ 700mフォア 19まで週2回 男子に同じ フォア500m 1000 mまで
ーーノレ
一卜 IOOOmエイト エイト soom
1 3～ 1 6～ 
ヨット 男子 Iど同じ
許 可 許 可
6～I O I I～ 1～13 13～16 16～18 18～ 11～ 13～ 18 18～ 13 16 
年 2回ク クロー ル 100+ す 男 クロー クロー ノレ す
ロー－Jレ lOOm 200mク ≪ 子 ノレ 100 m ≪ 
水泳 25 m ブレスト ロー ル て tζ 200m フレスト て
基本練習 水泳練習 ブレスト 100 m 100十 よ 男子に同じ 同 フレス 200 m よ
50 m ノてツク 2oom t.、 じ トノてツク L、
ノてツク 100 ブレスト IOOm 100 m 
25 m lOOm ノてツク
ノてツク 50m 
球 技
男 子 女 子
練 習 競 技 メ-1又' 練 習 競技会
1 1～ 1 3 1 3以上 1 6～1 8 1 8以上 1 8まで 1 8以上
ハンドボール
2 0分 2回 2 5 分 2 分因 2 0分2回技術の習得 練 習 休憩 10分 休憩 10 男子と同じ 休憩10分
1 1～ 1 4～1 5 1 6～1 8 1 8以上 1 6～1 8 
バスケットボール 男子 le. 同じ
技術の習得 1 5分 2回 1 5分 2回 ふつうの長さ 15分2回
1 1～ 1 4～1 5 1 6～1 8 1 8以上 1 6～1 8 
バレーボール ヰツト高 ネット高 ネット高 男子に同 じ ヰツト高
技術の習得 245 cm. 235 cm. 1 
235 cm. 235 cm. 1日1試合 日3試合
9～ 1 1～1 6 1 6～1 8 1 8～ 
ピ ン ポ ン 男子 R：同じ
練昼習は 休憩 30分 普通試合聞のみ
9～ 1 1～ 1 3 13～16 1 6～1 8 1 8～ 
ア コぇ 軽い 男子に同じ
ラケット適当な重さ 週3回 3セット 5セット
表 15の如く，スポーツにおける練習開始年令は，早くて 6才であり，種目によっては
与えない方がよいといわれるものもあるので，幼児の体力づくりは，小学生のひな型であ









































































その運動は，単調なもののく りかえしであった り， それができると次の運動に移る あ
るいは更に複雑にしたものに変えていくなど，かなりの運動の種類と運動の方法を見出す
乙とができるといわれている。色々な運動をくりかえす乙とは，神経と筋の調整力を養い，
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